COZiONA 

IH クッキングヒーター（家庭用) 

巧巧説明害 C 保記書付 n 


品番 IH-330D 
IH-330DSV 



参 このたびは IH クツキンヴヒ ー タ ー をお買い上げいたたきまして、ましとIしあリがとつしざいまず。 
•安をにご使巧いただぐため、ご使巧前にこの説明書をよぐお読かのうえ、十分理解いた心き正しぐ 
お使い < ださい。 

•この取扱説日月書は、いつでも利巧できる場戸斤に大切に保营いたたき、必要なときしおミ売みぐすしさい。 

•この 賊及 説明書の 34 ぺージが保証書になつていま芦。 の-てホ^たが^、化ァの-,了/--*、 

保註書に記載してあるお買い上げ曰、版売店名なとの5己入、保油巧谷を確わめて保巨してくすしさし。 

•来客者などがこの商品を使巧するときは、その前に必ず取あ説 8 月書の巧容を説巧してくたさい。 

鲁本書を紛失された場合や、ごす日月な点があればお實いホめ先または、もよリの「お客様し相 5 炎窓口」 

( 別紙記載）にお問い含だください。 。 

•工事説明書を工事店または、施工主から必ずお受け取リ< ださし、。 

•この商品を使用できるのは曰本国巧のみで、国外では使巧できません。 

下 his appliance is designed for domestic use in Japan only and cannot be used in any other country. 
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特房いろいろ 


IH クッキング ヒーター 



磊を急いで沸かずときは尽浸 3 . OkW ) キーで 
ハイパワー加熱。 

卜、ソププレート上に 巧 OkW ) 表示ランプの 
搭載で、よリわかリやずい表示。 


調理乂力に応じてトッププレ-«卜の 
表示部がの3段階 
に変化して、調理乂力が•一目で確認 



「姿焼き」「切身/干物」「つけ焼き」 
3種類の乂ニューを選ぶだけで焼き加 
減を自動コント□—ルして焼き上げ 
ます。また、焼き加減を見ながら手動 
で焼くこともできまず。 


水なしヴ U 八で 
下がるドアー式 


ヴリル受け虹に水を張6ない両面焼き 
水なしヴリルで、表面はカラッと中は 
ジユーシーに 焼き上げます。 

また、ヴリル费力 m はフッ素樹脂加工で、 
サッとふ < だけでお手入れ簡単。 

さ6に、ドアーを開けた6下がるドア 
一巧。魚が取リおし皆す <、やけど防止 
に配慮した構成です。 


でさます。 



お手入れがしやずい天面ガラスま、 
赤をドツトパターン印刷で、なべ 
の置<位置が~目でわかる高級 
感あふれる耐熱ガラス製のトツ 
ププレートでず。 


ダイヤル巧义力調節 


乂力調節は、手になじみやすいダ 
イトル式操作で、ヒーター义力を 
調節。 

トツププレートの表示やなべを 
見なびら楽に操作でさます。 

また、ダイトル式調節つまみ外周 
部は、高級感あふれる光ミ尺面カツ 
卜仕上げです。 




/ パクジキンクと一夕一の葱力 


IH ク、ソキ ンヴ ヒーターは 
义を使わない電磁誘導!)日熱方式 
でず。 

扣熱のしくみは…… 

加熱コイルに電流を流すと磁力線 
が発生します。そこに鉄系のなべ 
を置<と、なべ底に5ず電流が生じ、 
なべ自体が発熱します。 



鉄系なベ 
うず電流 
トツプブレート 


加熱コイル 
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特に注意して L 、ただきたいこと 必ずお守リください/) 

お使いになる人や他の人へのを害や財産への模善を未然に防止するため、必ずお守リいただ<ことを、 
つぎのように説明しています。よくご理解いただき正しくご使巧ください。 

■表示の内容を無視して、誤つた取リ扱いをしたとまに生ずるを害代損害の程度によリ、つぎのよろに 
区分して説 B 月していまず。 


A 警告 

この表示を無視して、誤つた取リ极いをすると、『人が死亡または重傷を 
負〇巧れがある』内容を示していまず。 

A ま后、 

この表示を無視して、誤つた取リあいをすると、『人がけがをしたリ物的 
損善を受ける恐れがある』巧容を示していまず。 

■お守リいただく内容を、つぎの絵表示で区分し、說 a 月しています。 

0 ( S ) # 

この給表をは、してはいけない「禁止」の内容です。 

mm 

この給表示は、必ず実行していただ<「強制」の巧容です。 




A 警告 


0 


摄げ物調理中はそばを雜れない 






像 


炒めもの、焼きものなど油を使う調理をずる 
とまもそばを離れないで、如熱しすぎないよ 
う乂力調節をして < ださい。 

もし、油煙がを<出た6ずぐに電源スイッチを 
「切」にして<ださい。 


〇 


揚げ物調理には必ず付属の 
天ぷ6なぺ 
を使う 



ち ヒーターの 揚げ物 キーを 使う こと 

底にの凸や、そリのあるなベを使ったリ、をヒ 
ーターや後ヒーターを使いまずと温度制綱装置 
がはた6かず、油の温度が上がソずぎて义巧の 
原因になリまず。 • __ 



が屋のちぷらち!ぺ 
をちとーターにの 
だで、禱げ轉す一 
を@ろ。 


〇 


油の量は500 gW 上で 
調理ずる 



油の量が少ないと温度が上がリすぎ、义災の 
原因になリます。 

















A 菩告 


0 


可燃物を近づけない 




义災のおそれがあリまず。 

•新聞-雑誌-ふきん-わーテンなど燃えがす 
い物やスプレー生、ベンジンなどを器具の 
そばに置いたリ使巧しないで < ださい。。 


0 


トツフプレートの上にたた、ジト 
ボンべや燃えやすい物を置かない 



トツププレートの上に、たたツトボンべやた t ツト 
ボンベの入つた力た、ソトこんろを置 < と、ボンべ 
が爆発し、义おの原因になリます。 

まに、新聞紙-雑誌-ふさんなど燃えやすい物 
を置<と、こげたリ燃えたリして乂ぶの原因に 
なゾまず。 


〇 使巧後は電源スイツチの 
「切」を確認する 




アースを確実に取リ付ける 


ァース接続 


号ご\ 



口/ 

故障や漏電の時に感電するおそれがあります。 
アースの 取付けはお買いホめ先にご相談くだ 
さい。 


0 


幼い子供だけで使わだたリ 
乳幼児にふれさだない 
また、取ゾ扱いので慣れな方 
だけで使わせない 


，やけど 


ご \ 




がけど、感電、けがの恐れがあリます。 


0 の • 排気□カバーやすき間に 
ピンや針金などの異物を 
入れない 

の-拼気□に指を入れない 


xli 


义がの原因になリまず。 

♦長期でなのときは、ブレーた一を切る£ 


巧巧同 




感電や異常動作によるけがの原因になリます。 













特にを意して L 、ただきたいこと 必ずおず u < ださい/) 


么警告 


絶巧に分お-修理-な造は 
巧わない 

巧解票止 



® 排気□やの気□はふさがない 

(0 及-排気ロカバーはふさがない） 



• 乂災-けび-感電の原因になりまず。 

•故晴したと言は、電源スイッチとブレーカー 
を 「切」にして使巧を中止し、すぐに修理 
を依頼して< ださい。 

修理はお買いホめ先にごネ目談 < ださい。 


® トツププレートに衝おを 
加えない 



• ふさぎますと乂災やが障の原因になリます。 


本体に水をかけない 

水めれ票止 




トツププレートの上に乗ったジ、 
物を落としたリしなし、 



•ひびが入つたリ、割れた場ち、そのまま使 
うと力日熱しすぎたり異常動作、感電の原因 
になリまず。 

•ひび割れが生じた場合は、電源スイ、ソチと 
ブレーカーを「切」にして使巧を中止し、 
ずぐに修理を化頼して < ださい。 

修理はお質いホめ先にご相談ください。 


本体内部の電気部品に水がかかリ感電 • 
ショート-が隋の原因になります。 


巧が禁止 


高温注意のランプが点灯、 
点滅中はトツプブレートや 
その周辺のを属部に械れない 



高湿のためにやけどをします。 
























0 


0 


ち詰やアルミ道など 
なべ W 外のものは載だない 

生詰やスプレー生などの密閉容器は 
破裂して、けが辟梓けどの原因になリ 
ます 

アルミ第で金属のスプーン-フオーク 
などをなべの横にのせると、赤熱して 
作けどの原因になりまず。 


本が前方に物を置かない 


乂おの原因になリます。 


0 


なべの下に紙などを敷かない 


なべの熱で紙が焦げるなどの原因にな 
リます。 


Q 


0 


0 


空だきしたリ、如熱しすぎない 

•なべが熱<なリ、やけどの原因にな 
リます。 

• なべの破慢-本体のが障の原因にな 
, ) をオ 

X なべの中に水を入れずに、レトルト 
食品作アルミパック食品などを加熱 
しないで < ださい。 

^フライパンの予熱などは長く加熱し 
ないで < ださい。 


調埋•湯沸かし W タトの目的で 
使わない 

異常加熱.異常動作によるやけどの原 
因になゾます。 


也臓巧ペース乂ーカーを 
お使いの方は、本製品の 
ご使用にあたって医師と 
よくご相談ください 


S トツププレートの上で 
直接調巧しない 


0 


発义したリ、異常動作をずることがあリ 
ます。 

?«魚を焼ぃたリ、しょろゆや汁などが 
たれる調理をしないで<ださい。 


なべをでを定なが態にしない 


トツププレートのふちに乗り上げてい 
ると、落下などによリ、けが•やけど 
の原因になリます。 


本製品の動作がペース乂一力一に影響 
を与えることがあリます。 


® なべ•なべの目ヌつてなどの 
高温部に納れない 

按瞄禁止 

竹けどの原因になリまず。 


® トッフプレートは使用後しば 
6くの間、なべの熱で熱くな 
接城禁止 つているため手をち虫れない 


〇 


やけどの原因になリます。 


お手入れは巧えてか6おこなう 


で> けどの原因になります。 










待に注意して L 、ただきたいこと 


必ずお守リください/ 


心ま意 

揚げ物調理 


® 他の器具（ガスこんろ）か 
化のヒーターであ6かじめ 
如熱した巧を使わない 


温度制御装置が働かず、異常加熱し 
义なの原因になります。 

•揚げ物調理は、必ずみ キーで 
おこなう。 - 


〇 油煙がをく出た6 

電源スイ、ジチを切る 

ミをが高湿になつています。続けて加熱 
すると発乂し、义災になります。 


〇 爲げ物調理中は油の浪び散リ 
に注意し、顔を近づけない 

油が飛び散って、やけどの原因になリ 
ます。 


ヴ U ル調!！ 


〇 ヴリル受け皿にたまった脂、食 
品くずなどを掃除して使田ずる 

温度巧知が働かず調理物が発义ずるこ 
とがあリます。 

•続けて焼くときは、その都度たまつ 
た脂などを掃除してください。 


使巧中は本体か6巧れない 

調理物が発义することがあリます。 
•本体か6離れるときは、必ず電源 
スイツチを切る。 


必要 W 上に化熱しない 

調理物が発义することがありまず。 


® とび6スイツチ巧に 
異物を入れない 


〇 調理物が発煙•発义した場ち 
はずぐに電源スイツチを切る 


•炎が消えるまでヴリルとび6を引き 
出さない。（空気が入リ、炎が大き 

か）ホず^ 

•ヴリルとび6 (ガラス窓）に水をか 
けない。（ガラスが割れます。） 


® 使巧中、使巧後しば6くは 
ヴリルとび6などの高温部に 
軸れない 


でけどの原因になリまず。 


〇 


使巧後は必ずおを入れをずる 


本イ本のが障、感電の原因になリます。 


食品 < ずや脂分が巧つたまま調理する 
と、発煙•発义の原因になリまず。 







使用前に 

使用上のお願い 


テレビやラジス、 U モコン付ま電気 
製品は Srrau 上離ず 



♦ 雑音や誤動作の恐れがあリます。 


卜、ジフフレートの上で、 IH ジた一が韻器 
など雲な誘導加熱の調理機器を使わない 

• 磁力線により器具が故障する原因になリまず。 


磁気の影響を受けやすいものを 
おづけない 


ふきこぼれにミち意する 

•やけど-けが-故障の原因になリます。 


ヴゾル受け皿の前後を逆にして 
たツトしない 


♦ヴリルとび6が破損したリ、グリルとび6の 
引き出しができな<なる原因となリます。 


ヴ U ルとび6を持ち上げなが6 
引き出したリ、勢いよく引き出さない 
ヴリルとび6を引き化した状態で物を 
載だたリ、上か6強い力を扣えない 

• ヴリルとびらがグリル受け皿が落下してけが 
をした0、器具を破損する原因になりまず。 



ヴ U ル受け皿にアルミ道や 
市販のヴ IJ ル有を入れない 


•キャッシュカード，テレホンカード.白動 
己交ホし用定期券-フ□ッピーディスク-テー 
プなどを、トッププレ^卜にのだると記憶 
が消える f 及れがあリまず。 


油の飛び散リを少なくずるために 

•巧料をきちんと下ごし6えする。 

•なべの巧側に水滴が巧いたまま油を入れない。 
•ミ由温が適温にな6ないうちにが科を入れない。 
(油温が上がって<ると、油が飛び散リます。) 


みそ计やたレー•シチューをあたため直す 
ときは、弱义でかきミ昆ぜなが6加熱する 

•なべ底に洗んだみそ汁がはじける恐れがあ 
リます。 

•わレー作シチューがとつ沸し、がけど竹 
けがをしたリ本体の故障の原因になります。 


•発煙-発乂-がけどの原因になリます。 


卜 、ジブプレー トやなべ底が めれ たが 態 
で如熱しない 

•なべ底から湯気び峽き出し、巧けどの恐れが 
あリます。 


トツププレートに重いわのをのだない 


• トツププレートにひび割れでそリが起こリ、 
故障の原因になる恐れがあリます。 

♦使用でさる重さは、巧容物を含めてを々 20 kg 
までです。 

•使巧しないときも、重いものをのだないでく 
ださい。 







1 使用前に 

使えるなべについて 


• Oh たニタニ]巧質疗底の形がにより、使えるなベと使えないなべがあリます。 

な べは、財固ミ辛 人製品安全協含認定の [ SM ] gM ) I 頁就[地])マークがついたなべをお勧めしま寸 A 
• [S ヒ—夕~ I IH ヒータ—で使えないアルミ作銅なベが使えますが、义力は弱<なリます。 


が重類によつては高乂力に耐え6れず、なべが変おする場含があリまず。 


なべの材質 

IH ヒーター 

後ヒーター 

錄、鉄錶物 

耐熱ホ-口- と ~ \ 

〇 

〇 


• ホー□—なべの種類 ( なべ底が巧いものなど ） によつては、 

空だきすると底面のホー□一が溶けることがあります。 

ス子、^ レ T 有磁性ステンレス 

乂了^ レ乂 （18-0) 


mm 

巧 

^——ノ -層なべ 
グづ (18-8 - 18-10) 

〇 

なべ底の居さ 

• 0.8 mml；rF 

O . Smml ； (上のもの 
は乂力が弱<なる V 

ことがありまず。 

〇 

• 1.5 mmiU 上 ▲ 

义力が弱<なった /\ 

リ使えないものが / \ 

あリます。 

多層銅なベ 
(クラ、ソドなべ） 

種類によっては义力が弱 
<なったリ使えないもの 
があ9ます。 A 

•3 直であいだに鉄を/ \ 
挟んでいるもの作、 

底が 18-0 ステンレス 
のものは使えます。 

〇 

温 ルミ 包 

X 

mm 

耐熱方ラス 

陶蹈器（± なべ•它ラミツクスな ベ） 

〇〇 

• 陶磁器製のなべ底に 
特殊な金属加工処理 
をしたなべは、器具が ^ ^ 

巧障ずる原因になリ xx 
ますので使用しない Jv 

でください。 グ、 

• ±なべの底が 
すれると、トツ 
ププレートを傷 . 

巧けることがあ A 

。ます。 / \ 

• 耐熱巧ラスの 
なべは割れるこ 
とがあ9ます。 


•揚げ物には、必ず付属の天ぷ6なべをお使いください。 （13 • 20ページ） 
♦使えるなベでも、巧質竹なベ庭の厚か、直径•おがによリ、义力が弱<なリます。 






_ なべの形が 

IH ヒーター 

I 底が平らで直径約12〜 26 cm のなベ 


_後ヒータ ー 

• 底が平らで厚手のなべが適しています。 
• 直裡 18 cm 切下のなべが使えます。 


V J 

V J 

cfe ) 

/ 

直径約に cmL ソ上 

〇 ， 


イ > 

直径約 26 cm な下 

/II 11—. 二 夺 、•、，し 


— 


なべの見分けち 

IH ヒーターで使えるなベかどうかを見巧ける簡単なち法 


水を入れて 
なべををヒータ~ 
のや巧に置く . 


K 


使えるなベのとさ 


りい \ 1 

1 - - 

11 ；；；；；^ …,,曲,: 

—II 




トツププレートのを ヒーター 义力表示ラン 
プおよび光るパワーサインが点な。 


2電源スイツチを入れる 

♦電源ランプが拿ぉ 
点巧します。心人巧-囚._ 


，^ IW ***^ だ巧？ぉ 


点す了 


〇左ヒーター調節 
^つまみを巧す 

•調節つまみが出る。 
•左ヒーター表を部 
が点なします。 

A 左ヒーター調節 
>つまみを回す 

• ヒーター に通電 
されます。 


酬 


I _ ( 乂力表示5ンプ）」 

確認したら、すぐにをヒーター調節 
つまみを巧して通電を切る。 

•使えるなベと見巧けても、巧質やおがに 
よっては乂力が弱<なる場含があります。 


；使えないなべのとき 


トツププレートのをヒーター义力表をランプ 
および光るパワーサインが点減。なべ無し白 
動 OFF 機能が働き、なべは加熱されまだん。 


. 


^^填ミ咸 


画ず 


•約1分後にランプが消巧し、自動的に通電 
が止まリます。 





















A 使巧前に 

1 IH クツキンク ヒーターの 機お 


使い方 15 * 16 * 17 ， 18 * 19 ページ 


ちヒータ ~(IH ヒーター） 

2000 W ( 湯沸かし3000 W ) 

煮る、ゆでる、焼 <、いためる、蒸す、湯を沸かすなど 
の加熱調理に使いまず。 


光るパワー 
t サイン 


をち ヒーターの 义力に 
応じて3色に光リ、加熱 
状態をおが6だします C 


は、湯沸かし LU タトには使わないで< 
ださい。沸とうしても自動的に通電は切れまだん 


調理 
タイマー 


• 乂力 「3.0 kW 」 •「強」〜「2」までは 
1分〜3時間まで t ットでさます。 

X 3 • OkW は、最大の分間しか作動しまだんので、 
10分後の残リ時間は、义力「強」で作動します。 

• 义力「1」〜「弱」までは1分〜5時間まで 
たツトでさます。 


使い方 23 * 24 , 25 , 26 ぺ~ジ 


クリル(両酬き•自動ヴリル） 

1450 W 

水を入れない雨面焼さヴゾルなので、カラッとこん 
がりおいし<焼き上げまず。 

き動ヴリルは、乂ニューに応じて义力.時間を 
マイコンがコント□ールして、焼き上げまず。 

• 1分〜23分までたットできます。 
•切り忘れ防止機能を懼先しますので、 
使巧途中でのタイマーたットは調理 
経過時間によって最大設定時間が異 
な9ます。 



調理 
タィマー 


X 後ヒーターとの同時使用はできまだん。 


高涅な意表お 


使雨後竹電源を切った後ゎトッププ 
レートが熱い間は点滅してお知6だ 
します。 

溫度が下がると自動的に消なしまず。 
ををヒーター、後ヒーター通雲中は 
点巧します。 

ヴリルヒーターは通電やでも点なしま 
だん。 


.ぶミ….ご.ず.". 


ミぶが;:=;巧' 


ん巧::;ごが 


:.が。ち 


安を機能 


ずべてのヒーターに 
働さまず 



m 


■切り忘れ防止機能 

切リちれてち、最終キー操作後一定時間が過ぎ 
ると、き動的に通電を停止します。 


•左ヒータ_ 


•ちヒ_夕 一 I 


•約45分 


•約45分 


I 後ヒーター 


ヴリル， 


•約45分 


•約24分 


(ヴリル操作キーを押したときか6約24お後に作動します。） 


■チ トイルド□、ジ クキ ー( 27ぺージ参照） 

チトイルドロックキ^を約2秒間巧し続けると、 
^ ランプが点なし□、シクとなリまず。 

11 かさなお子さまがいる家庭でもま也です。 


左ちのヒーターに 
働きまず 



U 


■温度遏昇巧止お能 

調巧や、なべ底の温度が異常に上がると、 
自動的に通電を切-入してコント□ール 
します。 


■なべ無しき動 OFF 機能 

なべを外すと义力表示ランプと光るパワー 
サインが点滅し、約1分後に通電を停止しま 
す。 









使いちの • 2V22 ページ 





涵)运 )(§) 這)®© @@@0 

见ル)を巧 ホブ巧〉 6,夕 

プリー t ■こ->-«;晒1.1;3け*. <が t 


ホヒータ—(ラジ:]:ントヒ-夕-> 

1250 W 

発熱線で熱を発して加熱しまずので、 IH ヒーター 
で使えないアルミなベや銅なベが使えます。 

f 調ミ g 、 •乂力にかかわ6ず1分〜99分まで 
タイマー 它ツトできます。 


X ヴリルとの同時使巧はできまだん。 


使い方 15 * 16 * 19 , 20 ページ 

もヒータ ー( IHt - 夕-） 

2000 W 

煮る、ゆでる、焼 <、いためる、薰ずなどの 
加熱調理、揚げ物調理に使いまず。 

♦义力「強」〜「2」までは1が〜3時間 
までたットできます。 

じ J ♦义力「1」〜「弱」までは1分〜5時間 

までたットでさまず。 

心傷げ物飞揚げ物温度の設定が140〜200で 
の豁囲で7段階に調節できます。 




後ヒーターに 
働きます 



■ヴ U ルとび 6 
開閉おが機能 

ヴリルとび6が開 
いたが態では、自 
動的に通電を停止 
します。 


(側:手動のとき） 



■ヴリル受け皿 
高温お知お能 

ヴリル受け皿の温度 
が異常に上がると、 
自動的に加熱を停止 
して異常表示でお知 
らだしまず。 



■ヴゾル 

異常高温巧知機能 

ヴ U ル庫巧の発乂など 
によって温度が異常に 
上がると、自動的に加 
熱を停止して異常表示 
でおミ日らだします。 



■後ヒ ーター □ツクキー 

(27 ページ参照） 

耳又消キーを約2秒間押し締 
けると表示部に♦••マー 
クが表示され□ツクとな 
リます。 







1 使话前に 

各部のなまえとはたらき 


本体さ 



ヴル巧網 


(消耗部品） 


ヴリルとびらを開けると 
通電を停止します。 


14ぺージにくわしく説明し 
ています。 


ヴリル受け皿 


巧がフアンが回ると、前面 
か6排気の温風が出ます。 


■付属品 

天ぷ6なべ （1 個） ^0 京 

♦ 揚げ物調理には必ず ^ 

使用してください。 又 〜一 / 

^ 必ず天ぶ6なべに巧属のな意書をお読み< 

すぶ ' it I 、 

♦ 揚げ物調理 W 外には使巧しないでください C 
( 塗装がはがれる場合がありまず） 








































: ヴリル自動が 謂 |! g 種禱巧にユ-の 


ル操作キ ー) —— 

ヴリル「入」「切」に使いまず。 


^タイマ•■"■"合わだキー J 


タイマーの時間含ねだに使い 
ます。瓶消)はタイマー巧です。 





〔ヴリル 义力操作キづ - 

ヴリルの乂力調整に使います。自動 
調理時の焼さ如減調節に使います。 


後ヒ— ター • 

、ヴリル表示部^ 


後ヒーターまたはヴリル使巧中は 
液晶表示が光っておがらせしまず。 


ナ下^イル广□ックキー)~ 

「切」 W タトの操作がでさな < な 
リます。ただし、後 ヒーターの 
□ック操作はでさまず。 


t チトイルド□ツクランプ 


チトイルド□ツク設定で点灯 
し、解おすると消す J しまず。 


国 


^ちヒーター表示部 


使雨中は液晶表示が光 
つてお巧6だします。 












ちヒーター調節つまみ 


ちヒーター「入」「切」と乂力 
の調節に使いまず。 


湯を谦かすとさに使います。 

- Ts . OkW 設定ランプ) 


f 自動調理設定取消しキ_1 もヒーターで揚げ物を 

禅ヒ—夕—ロック± — J するとき[し使います。 

タイマーの取消しじ I タトに、自教調理の設定の取消し、 

および後ヒーターのロックと□ツク解餘に使いまず。 


S/fe 愁を賽陪茨賽 C 幽鄉嶋©養荀グ 


日種類のアラームがそれぞれの巧愚をおが6せします。 


アラームの種類 

状態の内容 

アラームの 種類 

状態の内容 

ピッ 

操作部の各キーを操 
イ乍したとま 

ピーピーピーピ ー 
(4 回） 

エラー 表示とともに 
鳴る 

をちヒーター、後ヒー 
ターの火力調整で、こ 
れ U 上「弱」側に設定 
で言ないとさ 

ピー 

タイマー時間終了の 
お巧らだ 

グリル白動調理終了 
のお知らだ 

ピピツ 

左ち ヒーター、 後 ヒー 
ターの乂力調整で、 こ 
れ W 上「強」側に設定 
でさないとさ 

ピピツピピツピピツピピツピビツ 
(5 回） 

揚げ物の設定湿度に 
到達したとき 
































o 使いかた 

2 をちヒーター 

◎左ちヒーター ( IH ヒーター）はなべを載だないと通電しまだん。 
◎ご使巧になるときは必ずヒーターの上になべを載だてか6、 

ヒーターを「入」にしてください。 



【例】左ヒーターを使うとき（ちヒーターを使うとまも操作手順は同じです） 

. ::.‘‘.‘ふ"•巧. ."… 成.‘ ん、 ... W :... が:.： 党:;:.㈱:"..*..X ..た…? J"". ... • ぶツ：.;、....が、. 洗ご:な、...巧.、. ■:: .'、..WL ちだ...: ザ... ...... ，:; ■■■■ :— .り如 =ザ ぶ.... ぃ:..:::- …... . . . .. . …… 


なべに水が材料を入れ、 
ヒーターの や巧に置く 
•使えるなべ吟9,10ページ 





A 「をヒーター調節つまみ」を回して 
^义力を選び調理する 

►光るパワーサインと乂力表示ラン 

•光るパワーサインは乂力によって 
ランプの色が変わリます。 

(16 ページをごらんください） 


C 調理が終わつたら「をヒーター 
^調節つまみ」を巧し込む 

► ヒーターの通電が切れまず。 


0電源スイ、ジチを「切」にする 



(义力表示ランプ） 




r おな16だ）電源を切つても、トツププレートの温度が約80で LU 下になるまで高温注意表示を 
\ - ^ 続けます。このとき部品巧隋を巧ぐため、約30秒間フアンが回る場をがあります。 






义力の目安 



表示 

光るパワ-サイン 

义 力 

巧 途 ' 

強 


強乂 

2000 W 

•水を沸とうさだたリ、だし汁などを 
煮立てるときに。 

♦ 肉類を焼くときなどは強乂で。 

5 

1 450 W 

4 

C 货） 

中乂 

11 00 W 

•おでんなど煮汁が多<、た<さんの量 
を煮ぶむとさに。 

•煮魚など中义で煮る調理に。卵料理な 
どは少し弱めに。 

3 

800 W 

2 

500 W 

•わレー-ポタージュなど粘性のある 
卜□ッとした煮&み調理に。 

•煮込か中は、巧料を数回かさ渴ぜなが 

6おこなって < ださい。 

1 


弱乂 

300 W 巧当 

弱 

とろ义 

1 5 0 W ネ目当 

• 保温などに。 

J 


各ヒーターの同時使用について 


■各ヒーターを最大乂力で同時に使用した場合、総消費電力を4,800 WW 巧に巧えるため、をヒーター 
の最大义力を自動的に制御します。 

•をヒーターを最大乂力で使巧する場台は、ちヒーターの义力を下げて<ださい。 


〔お願い） 


おミ日らだ) 


•フライパンの種類によっては、高温になリ過ぎて底面が赤熱して変形す 
ることがあリますので、乂力を下げてお使いください。 

•少量の油を入れて予熱する場合は、油の温度が急激に上がリ、油が発义 
ずる恐れがあ9まずので、乂力を弱めにして加熱し過ぎないようにミち意 
して< ださい。 

•ヒーターの义力が強い場合、なべ、やかんの形がなどによっては振動し 
たリ、ふきこぼれたり、薰気が勢いよく出る恐れびあリますのでミま意し 
て < ださい。 

•みそ汁などをあたにめ直すときは、弱乂でかき混だなが6加熱してくだ 
さい。強乂で急にあにためると、なべ底にミ尤んだみそ汁がはじける恐れ 
があリ、やけどがけがの原因にな0ます。 

•調理や、なべの種類によっては「ブーン」とか「ジー」という音がする 
ことがあリますが、が障ではあリまだん。 

•をちヒーターを同時に使巧した場合、共鳴して金属音がすることがあリ 
ますが、巧障ではあリまだん。 






















使いかた 

湯を沸かす•をヒ —夕一 



◎湯沸かしは、左ヒーターを使います。 

◎湯沸かし専巧のキーを巧ずと3000 W の义力で最大約10分使巧できます。 

やかんでの磊满かしや麵類をゆでるときの湯沸かしな衣に便利です 


1 なべに水巧巧料を入れ 
を ヒーターの 中央に置< 
•使えるなべ嗦9’10ぺージ 



2 電源スイツチを「入」にする 

►電源ランプが点ホ了。 


3 「左ヒータ~調節つまみ」を巧ず 

►調節つまみが化る。 

• 調節つまみを巧しただけではををの 
ため、ヒーターに通電されまだん。 


八.さミ■■ミ:.:"… . ご..… * ‘ . - : ' ミ.：：…. V :::で…...：.：巧：.... .： ぶ:.:::を.：':■… : - V 口.; i : こ...:、.〜 V -- .て：.:口：. ぶん.、. 

4 few ) 卜を押ず 





5 「左ヒーター調節つまみ」を回して 
一 义力を選び磊を沸かず 

►光るパワーサイン、义力表示ランプおよび 
3 .OkW 表示ランプが点な。 

XS.OkW は、約 10 分間使巧しますと、を全の 
ため乂力が自動的に「強」に下がります。 

X3.0kW 調理やに ^33.(^ キーを押すと义 
力は「強」に下がリます。再び 3.0kW に上 
げるには 胸‘。 kwj キーを}甲して<ださい。 

^沸とうしても、自動的に通電は切れません。 

麵類をゆでるときなどは、沸とろ後調節つまみで乂力を「強」 1 U 下にして調理して<ださい。 

6 調理が終わった6「左ヒーター 
W 調節つまみ」を巧し込む 

► ヒーターの通雲が切れます。 


7電源スイツチを「切」にずる （^^^^>〇電源 



r むミ日らだ）電源を切つても、トツププレートの温度が約 scrctu 下になるまで高温ミち意表示を 
^- j 続けまず。このとき部品が障を巧ぐため、約30秒間ファンが回る場合があリます。 
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义力の目安 



r 表示 

S.OkW 

強 

5 

_ 

4 

3 

B 

〇 

弱’ 

光るパワーサイン 

赤色） 



义力 

V 

漏沸かし 

強 乂 

中 义 



3,000 W 

2,00 0 W 

1,45 0 W 

1,10 0 W 

800 W 





X 3.0 kW を連続使用したときは、部品が障を巧ぐため义力び抑え6れて作動することがあります。 


(をヒーターと 「3.0 kWj の同時使用について） 

■総消費電力を4,800 WW 巧に抑えるため、をヒーターの最大义力を自動的に制御しまず。 

(乂力轉 3.0k ろキーを押しても乂力を上げられない場含があリます。） 
•をちヒーターと後ヒータ^またはヴゾルを同時使巧ずる場をは、左ヒーターの义力が 
「5」になリまず。 

•ヴリルと左ヒーターを同時便巧する場合は、左ヒーターの乂力が「強」になリ 3.0 kW は 
使えまだん。 

•ちヒーターの揚げ物調理と左ヒーターを同時使巧する場合は、左ヒーターの乂力が「強」 
になリ 3.0 kW は使えまだん。 

♦ちヒーターと左ヒーターを同時使巧する場合で、をヒーターの 始ぇ。呵 を使巧するとき 
は、巧をにちヒーターを作動さだ义力を「5」 LU 下にしてから、左ヒーターを作動さだ 
て (^aokwj キーを巧して< ださい。 

※ちヒーターの义力が「強」では、 3.0 kW は使えまだん。また、左ヒ^夕一 ®3.0 kW 
作動中にちヒーターを作動さだると、をヒータの乂力が「強」になリまず。 


ffi 

い 

か 

た 


{ お願い） 


(お知6だ) 


•「 S . OkW 」 で焼き物•炒め物をしないでください。 

义力が強すぎるため少量の食品を調理ずる場合、なべやフライパンが赤 
熱して変形ずることがあリまずので、乂力を下げてお使い<ださい。 
•湯を沸かすとさは、沸とラした6、すぐに乂力を下げてお使い<ださい。 
乂力が 「3.0 kW 」 のままで食ネオを入れると、火力が強過ぎて、食巧が 
吹きこぼれる場合がありまず。 

ますこ、 水量が 0.5 LLU 下の場含、かがなくなリ空焚きになってしまろこ 
とがあリます。 

•义力 「3.0 kW 」 で使っているとき、なべの種類によっては「ブーン」 
とか「ジー」とい5音が少し大さ<なりますが、故障ではあリまだん。 
•器具の温度が上がり過ぎたとまは、部品巧晴を防ぐため®^キーを受 
けなけない場含があります。 
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◎タイマーは、ミてのヒーターに設定できます。ヴリルの設定は26ぺージをごらんください。 
◎タイマーの設定時間は、使巧するヒーターおよび乂力によって異なリます。 

◎加熱中も义加減調節-タイマー時間の設定が変更ができます。 

【例】左ヒーターを使うとき（ちヒーター、後ヒ~夕一を使うときも操作手順は同じでず） 

く:.:ザ〜 . •"•、：•产け..：:併.,.… V - *..... な:.…::：.い.ミ:み..:が:でで t 夕 r .: y . .、. ......^!ん一::..…...も.ミミが.；ホ.ヴ...で：が.;:巧:"ミ* 7 ホ.：巧ご..が•，^^.バ-. c .. t ..ぶ vi •:..:*:が!ミ..ミ巧. ....... :で.:こ.::.；；；ん•.•一：从•"ミ:〇:. •.ぶ:ミ::ミが.:"•が.:.ミな••.々ド ] が.:がミ...巧もが:...听•叩。.:.'ぃ^ 

1 なべに水やが料を入れ __ 

左ヒーターの中巧に置く 


2電源スイツチを「入」にずる 

►電源ランプが点巧。 


CSrA ' 


翻 


Q 「左ヒーター調節つまみ」ぞ巧ず 

►調節つまみがおる。 

• 調節つまみを押しただけではを全の 
ため、ヒーターに通電されまだん。 


恐ず 


(左ヒーター表示部） 


弱 12 3 4 5強 




A 「左ヒーター調節つまみ」を回して 
S 义力を選び調巧する 

►光るパワーサインと义力表示ランプ 

♦光るパワーサインは义力によって 
ランプの色が変わ0ます。 

(16 ページをご6ん< ださい。） 




5 キーで時間をたットする 

(後ヒーターは@ネーでむ、ジトずる） 
►設定した時間の表示をします。 

►残リ時間は1分刻かで減リます。 

1分下は秒表示に変わります。 

み 

►タイマーが終了すると アラー ムが 
鳴0、自動的に通電が切れます。 
►10 抄間ぞ点滅してバックライト 
が消巧します。 

• …巧ッ •••.•も：•ホ.：乂:ミミ:::ミ.’ .•、..：•" .ミ：•も • •.•巧.が"ツ .巧 '.*' y i ，' . 

R 調巧が終わつたら「ヒーター 
^調節つまみ」を巧し込む 


な 弱12 3 4 5強 


關- I ぶ。 I ご 


' 邱 減 ）—…、 

* •^广 ' 
夕妻リ ト 1 U 

弱12 3 4艮強 


弱12 3 4 5強 
(乂力表示ランプ） 


ヒータ-" 

义力 

它ツトできる時間) 

左ちヒーター 

強〜2 

1お〜3持間 

1〜奇尋 

1巧〜5時間 

(左ヒータ ー） 

3.0 kW 

1お〜3時間 

後 ヒーター 

強•中•弱 

1巧〜99分 J 



参暗 . 1時間刻み 

^ X 後ヒーターには@キーがありません。 

{ 1 ^) ……1分刻か 

• 巧し続けると10分単位で早送リ 
がでさます。 

を爲…..‘タイマ■-を取消すとさに巧す。 


(SH 


7電源スイツチを「切」にずる 


CpJ^-i 




4 A か1户電ミ原を巧)つてち、トツププレートの獄きがが) SCrcUTF になるまで高ミ忌を意表示を続けまず。 

19 ^このとき部品故障を防ぐため、約30げ間フアンが回る場合があリまず。 













A 使いかた 

2 揚げ物， 


をと一夕一 


、〇 J 




◎揚げ物はちヒーターを使います。 

◎油量が少なかつにリ、鍋庭に凹凸が、そリのある場合は、油温が設定温度よリ高<なリ、 
発义の原因になリますので使わないで<ださい。 

◎トツププレートが熱いときに操作をずると、予熱完了アラームが設を温度1ソ外で鳴るこ 
とがあります。 （ トツププレートををましてか6操作をしてください） 


. •三:••点;;•.おご:ミミがでもミ：泣 


浦置の目安 
900g 
500g 


付属の天ぶ6なべに油約 900 g (約1し） 

を入れ、ちヒーターの中央に置く 

• 必ず付属の天ぷ6なべを使う。 

• 500 g (0.56 L ) 未満の油では調理しない。 

油温が上がり過ぎたリ、正し<温度調節でさ 
な< なリ発乂の原因になリます。 

• なべ底が 2 mmL ソ上そっていたり、変おしたなべで調理しない。 



• .•ぶ•か:ミ..ミ:が:::巧•"•一* 


2電源スイツチを「入」にする 

►電源ランプが点少了。 




3 


「ちヒーター調節つまみ」を押ず 

►調節つまみが化る。 

♦調節つまみを押しただけでは安全のため、 
ヒーターに通電されまだん。 


.:■ ■■■の:••••ザ- 


4 揚げ物）キーを押す 


►設定温度は自動的に「180」に入る。 
♦表示部へ I 揚げ物 I を表をします。广 





(設定:温度ランプ） 
揚げ物 




弱12 3斗 


]9 嚇 


揚げ巧 


巧を>墙□搜□赏□聲 


ら「ちヒーター調節つまみ」を回して温度を選ぶ 

^ ►光るパワーサインと設定温度ランプが点な。 

•光るパワーサインは設定温度によってランプ 
の色が変わゾます。 

r ホ色•…設定温度200で〜190で- 
燈色……設定溫度180で〜160で 
L 緑色……設定温度1日0て:〜140で」 

•設定温度になるとアラームが鳴り設定温度ランプ 
と表示が点ミ威か6点巧に変わゾます。 

X 180 でに合わだたとさ、設定温度になるまでの目安時間は約10おです。 

付属の天ぷ6なべで、巧90 Og (約 1 L ) を入れた場合の時間で、油の量により時間は異なリます C 

. ..バ .■. -.■■.だ巧..：...：;ぷ：■.むこ-…-;. ' . 

6調理び終わった6 

「ちヒーター調節つまみ」を巧し込む 

► ヒーターの通雲が切れまず。 




7電源スイツチを「切」にする 


Cj 節 7S 電-源囚 


3^ 


f お如に^サ^電源を切つても、トツププレ-卜の温度が約80で！; TF になるまで高温ミ主意表示を続けまず。 
J し y このとき部□ちが障を防ぐため、約30秒間フアンが回る場含があります。 


2 ( 










2 勝夕-質 

◎ fH ヒーターで使えないなべや小さななべで少量を加熱するときなどに使いまず。 

◎後ヒーター（ラジエントヒーター)を「入」にずると約4秒で赤熱し、熱くなリまずの 
でミ主意してください。 

こ後ヒーターとヴ U ルは同時には使用でままだん ） 

a !： ....ミ:..•ン.•、兴 • ：:ミ?/••••お.：.,.つ••ぞマ:•.巧{::が、...巧::ん••ん•み:"ミミ:け: .w. ミミ巧.巧: r ベ.-*".. W 

1 なべに巧料を入れ 

後 ヒーターの 中巧に置く 

• なべ底び平6で厚手なベが最適です。 

• 中央部凹が1ミリ L ソ下のものが適して 
います。 



2電源スイツチを「入」にずる 

►電源ランプが点な。 


3「をヒーター調節つまみ」を押ず 

►調節つまみが出る。 

• 調節つまみを巧しただけでは安をの 
ため、ヒーターに通電されまだん。 


A 「後ヒーター調節つまみ」を回して 
^义力を選び調理する 

►义力表をランプが点巧。 


C 調巧がおわつたら「後ヒーター 
調節つまみ」を押し込む 

► ヒーターの 通電が切れます。 


0電源スイツチを「切」にする 











义力の目安 


/- 

よぶ 

乂 力 

強 

1 250 W 

や 

5 0 0 W ネ目当 

弱 

3 5 0 W ネ目当 j 


• 乂力調節はヒーターの入-切によって 
自動的に温度コント□ールをずるた 
め、ヒーターがホく点むしたリ、消え 
たりしますが故 P 章ではあリません。 


巧ら巧) 


•後ヒーターを使わないときに□ツクする「後ヒーター□ツク」が 
でさます。 （27 ページをごらん<ださい。） 

•電源を切つても、トツププレ•-卜の温度が約80でじ(下になるまで 
高温ま意表示を続けまず。 

•やけどを防ぐため、お手入れはトツププレートが冷えてか6して 
<ださい。 


高温ミち意ラシプが 
点滅しておが6だ 







2 使いかた 

グソルで然< 




◎ヴリル受け皿を引きおすときは、水平にゆっくりと止まるまで引き出してください< 


ヴリルと後ヒータ~は同時には使用できません 


がん ...A。 ミ.み欺.:が:.••か"：••、 


ヴリル受け皿にヴ U ル焼網を 
tz 、 ジトして魚を載だる 

• 通常はヴリル受け皿にかを入れる必 
要はあリまだん。脂分がを < 煙が出 
やずい魚（さんま等）は、ヴリル受 
け皿にコツプ1巧のか （ 約200 ml ) を 
入れてご使用になると煙が少な < な 
る場をがあゾます。 

•連続してご使巧になる場含は、必ず 
ヴリル受け皿の巧れをきれいにずる。 

• ヴ U ル焼網の中央に調理物を載だて 
ヴリルとび5を奥まで確実に閉める。 


m 




1 

□ 

1 1 

□el 

l @ r 00 
(•か M ) 

を® @1 
•ュ烟 1 

み©10夕 / 

(^E) Q 1 


巧 

巧 

KX 


〔ごミ主意つヴリルとびらが開いたが態では通雲しまだん。 


器具夺が- 




2電源スイツチを「入」にする 

►電源ランプが点な。 


な巧 


'ヴリルとび6 

ド強 y で焼 < とき) 


Baa 


:.•なミミ。化で瘋 T でV;が 


•• なふ * 


3 キーを巧して乂ニューを選ぶ 


\0/ 


♦ イニューは自動的に [姿焼き) に入る。 
•巧すごとに;ニューが変わる。 

♦し 姿焼き J ►( 切身/干物 J ►[つ け焼き;)1 

……••ミ:..品•ミ;3.:.’’ "… :ご-:..:…:二’二扣 ";、 "二::.::… ：i- ご. • •. …...：、 ■ ご. ミ：" 

4 り巧キーで焼ま加減を選ぶ 

♦押すごとに焼き力日減が変わる。 

X 各方ニューとも焼き加減は標準 
(ランプ消巧）に入る。 


け 

m . 

遍 


读焼き1 
切身/干物 
つけ焼き 




[•►標準 

I (5 ンプ消 


強►弱 





语おき】 

切身/干物 
っけ巧き弱望 

か 


プ消口） 


5 ^のろキーを押して調理ずる 

•各乂ニューの設定温度に達すると、残り 
時間を表をしまず。 




ヴリル使箱時は、必ず換気扇を 
使用して < ださい。 


(姿焼ま] 



[おなき]巧リ. が 

弱 

強 



か 



か 
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調理中にヴリルとび 6 を開けた場合 

♦ A マークが点ミ域し加熱は一時停止しまず。 

♦ヴリルとび6を閉めると白動的に継続します。 

♦ 焼き色がラす < なる場合があ9ます。 

X ヴリルとび6を1分 W 上開けた場含はアラーム 

(ピーピーピーピ ー） が鳴り自動的に全ての動作び停止します。 


(Mm) 


点滅 


弱 強 


点な 


6調理が終わった6魚を取ゾ出ず 

♦ 調理が終了するとアラームが鳴リ、自動的 
に電源が切れる。 

• 10秒間£?点ミ城してバックライトが消える。 
♦ ドアーを開けるとをての表示が消える。 


し姿焼司 


n 

U 

弱 強 


7電源スイツチを「切」にする 

X 電源を切つてもヴリル內の温度が高温の 
ため5が間はファンが回ります。 rp 


〇電源 

回— 






.一と焼き力日減調節 , 


•魚の種類と大きさなどにより、3つの「自動少ニュー」と焼き加減「標華•強，韻」か6 
選んで < ださい。 

•詳しくは、付属のクッキンヴブックを参照してください。 

•ヴリル庫内の温度が異常に高くなると、安全装置が働きヒーターの 
通電が切れる場合があリまず。 

y •グリル 使用時は、ヴリル受け皿にたまった脂分を必ず捨ててご使用 
ください。 

•調理直後にヴリルとびらを引き出すと、をがフアンの風にあおられ 
た煙が前面に化まず。特に脂分の多い魚の場合は、焼き終わったあ 
と30秒程度待ってか6引き出してください。 

_ ' 么ま意 

•使巧中-使巧後しばらくは高温になっているため、ヴリルとび6に魄れないで<ださい。 
ヴリル受け皿を目ヌ外すときは、ヴリルとび6と一緒に取外してください。 

ヴリル受け迎のかを取外ずと、ヴリルとび6が落下してけがをしたリ、器具を破損する 
原因にな9ます。 

_•ヴリル部を取外すとさは、巧手で持って巧外してください。 

成が^^サ'^ はじめてご使巧になるときは、におい竹煙が出ることがあリますが、 

叩。りご使用にともない出な<なりまず。 









2 使いかた 雨 

ク'リル•手動で焼く^ 


◎グリル受け皿を引き化すときは、水平にゆつ< りと止まるまで引き出してください C 

( ヴリルと巧ヒーターは同時には使巧できまだん^ 




ヴリル受け皿にヴ U ル烧網を 
たツトして魚を劳だる 

♦通常はヴリル受け皿にかを入れる必 
要はあリまだん。脂巧がを<煙が出 
やすい魚（さんま等）は、ヴリル受 
け皿にコツプ1巧の水（約200 ml ) を 
入れてご使巧になると煙が少な<な 
る場合がありまず。 

•連続してご使用になる場含は、必ず 
ヴリル受け皿のミちれをきれいにずる。 

• ヴリル焼網の中央に調 i ま物を載だて 
ヴリルとび6を奥まで確実に閉める。 


ご注意）ヴリルとびらが開いた状態では通電しません C 


I 黄©©必任!® @感® 


がり .1 む 


器具本体- 


2 電源スイツチを「入」にする 

►電源ランプが点な。 


な g > s ^ 




閉め轰 


、ヴゾルとびら 


3 (か 切/入） キーを巧す 

•义力は自動的に「強」に入る。 


4 り巧キーで义力を選び調理ずる 

•巧すごとに义力表示ランプが移動する。 


強►中►弱 


^切/入) 

脚ず 



弱中強 


点な 


調巧中にグリルとび 6 を開けた場合 

♦ A マークが点ミ威し加熱は~時停止します。 

•ヴリルとび6を閉めると自動的に継続します。 

• 焼き色がラすくなる場合があリます。 

X ヴリルとび6を3分 LU 上開けた場合はア5—ム 
(ピーピーピーピー）が鳴リ自動的にをての動作が停止しまず。 


点源 


弱や強 
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タイフーを使う場合 


@キーで時間をたツトずる 

►設定した時間の表示をします。 
►残リ時間は1分刻みで減リます。 

1分仪下は秋表示に変わリます。 

ク 

►タイマーが終了するとアラーム 
が鳴リ、自動的に通雲が切れます。 
►10 秒間な点滅してバックライ 
卜が消なしまず。 


K 調 S が終わった6 
(參入)キーを押す 
►ヒーターの通電が切れます。 


点め一 

巧。 向ご、 

• lO 

弱中強 I 



♦ t ットできる時間1分〜(最大)23分 
(分）……1お刻み 

和肖)……タイマーを取リ消すときに押す。 

♦ 使巧途中でタイマー設定や時間の変更 
をする場合は、 t ツトできる最大時間 

t ツトできる時間は、23おか6調理経 
過時間を差し引いた時間となります。 

(例）使用開始して10お後にタイマー 
の設定作を要をしたとき 
• かソトできる時間岭1お〜13お 


'. ぶ苗ミ:ミ.:.:ミミ:*;.•:化古:が::•:ツ：•か 

户切/入) 
肝ず 


0電源スイツチを「切」にする 

X 電源を切ってもグリル巧の温度が高 
温のため5が間はフアンが回リます。 




晒 


义力の目安 


表を 

乂 力 

強 

1 450 W 

中 

10 0 0 W 衔当 

弱 

8 5 0 W 相当 


>調理中は、义如減調節機能でヒーター 
がついたリ消えたリしますがが障では 
あ9まだん。 

^調理やでも乂力の変更はできます。 


•ヴリル使巧時は、ヴリル受け虹にたまった脂分を必ず捨て 
てご使巧ください。 

y •調理直後にヴリルとびらを引き出すと、冷却フアンの風に 
あお6れた煙が前面に出ます。特に脂分の多い魚の場合は、 

焼き終わったあと30秒程度待ってから引き出して < ださい。 

_ 公ぶ意 — 

•使用中-使巧後しばらくは高温になっているため、ヴゾルとびらに触れないでください。 
ヴリル受け皿を耳ヌ外すときは、ヴリルとびらと一緒に取外してください。 

ヴリル受け皿のかを取外すと、ヴリルとび6が落下してけがをしたリ、器具を破損ずる 
原因にな9ます。 

I ヴリル部を取外すときは、兩手で持って取外して<ださい。 


(おが6せ） 


はじめてご使巧になるときは、においや煙が化ることがあリますが、 
ご使巧にともない出なくなリます。 
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2 使いかた 

チヤイ Jl / ド日 ツク•後とー タ ー ロ ック 


チたイルド□ツク 


◎チわイルド□ツクは、小さなおテ樣の 
いたずら防止のときなどに使います。 

◎使用していないとき、チたイルド□ツク 
を設定ずると全てのヒーターへの通 
電ができな< なリます。 

◎使南中チでイルド□ツクを設定すると 
各ヒーターの「切」、電源スイツチで 
の「切」操作 W 外は、操作できなく 
なります。 


後ヒーター□ツク 


◎後ヒーター□ックは、やけどや誤操作 
を化止するときなどに使います。 

◎後ヒーター□ックを設定すると、後ヒ 
ーターのみ使巧できなくなります。 


後ヒ^ター□ツクやは 
♦••マークを表示 


チたイルド□ツクやは 
ンプが点な 


1 , - \\ _ ^ で 




n 

極)偷 Q 
尽資 3.0 k み 

•-が舞し 

【み 切/方起) 

ヴリ 1 レとか- / MSg ちできがん 

極)包)編） 

揚げ物 J 


参電源 
因-凶 


勺2秒間巧す I (|]2秒間巧す 1 


2 


□ツクをずるとき 


電源スイツチを「入」にする 


含®_源の 


脚 


> チたイルド ロ、 ジクは わック) キーを 約2秒 間押ず 

♦ ® が点なします。 

• 調理中でもチトイルド □ ツクの操作ができます。 

♦ □ツク中でも調理が終了して「ヒーター調節つまみ」が 

なキ^を巧した場含は、ヒータ^への通電が切れます。 

•:が: •••:•：•:： "…- . i .;; ■化::：：：：ミ I—i ホ g ぶ g . ミ:.> .■{お.な;.ががか♦: W ミ:り.、 ..!：{•: み••：..お:ミ.:ミ巧.■..巧: •.:r も...ん .4 P « P . かパ〜,ががご。1ぶご;巧 が細^ 

>後ヒーター□、ジクは@)キーを約2秒間押す 

♦ ♦••を表示しまず。 

X 後ヒーター使用中には、 □ ツクの設をがでさまだん。 

チトイルド□ツクをしていても、後ヒーターの□ツク摸作 
はでさます。 


(0)<| 


約2砂間押す 



チトイルド□ツク、後ヒーター□ツクとも、電源 
スイツチを「切」にしても□ツクは解除されまだん。 


©@(8^約2秒間巧す1 


ぶ姑::、..え'骑おお：•ホ:::;共..在が fc-- 於み • 乂 


"み*. A ザ—、■'で''?'-*蛛ドり* 


I » 'K <* 、- 技ィ 


曰ツクをが陈ずるとき 


電源スイ、ジチが入つていないと解除できまだん。 

チイルド□ツク照降は ( 5 而キーを約 2 秒間巧ず 


Cg ^ す 

(0^32 秒間巧す) 


点なしていた 
後ヒーター 


>マークが消えます。 
> は躲除されまだん。 


後ヒ~ター□、ジク巧除は@キーを約 2 巧間押す 

• 表示していた♦••マークが消えます。 



(g)@ 約2秒間押す] 
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■ヴリル庫巧 

♦ヴリル部品を取出し、庫巧のミちれを拭き取る。 

♦庫内のミちれがひどいときは、しぼったふきんで輯<}式き 
取ってください。 

•強く巧きますと塗装が傷むことがありますのでご';主意く 
ださい。（フッ素樹脂加工がはがれることがあリます。） 

• 庫巧底面に脂巧がたまっていると、発乂の恐れがあ9まず。 

■ヴリル焼網（フッ素樹脂加工） 

•水に漬け、ミちれを水で湿らだてからスポンジで洗う。 

• 強い力を加えて洗いますと、変形レたリフッ素樹脂加工 
がはがれることがあリますのでごミ主意<ださい。 

■ヴリルとび6-ヴリル受け皿（つッ素樹脂加工） 

•庫巧か6お出し、ヴリル受け皿にたまった脂分などを捨 
てる。 

♦分解してスポンジで洗う。 

♦ヴリル受け皿は、強い力を加えて洗いますと、フッ素樹 
脂加工がはがれることがありまずのでご注意< ださい。 


1うすめた台所巧洗剤（中性）と 
お湯で洗う。 

• たわしやかがき粉（クレンザー） 
は使巧しないで < ださい。 

2なべ底や外側の異物やミちれを 
取る。 

♦ちれがこびリついたまま使うと、 
油温を正しくコントルでき 
ないことびあリます。 

3洗い終わった6水気を巧リ、お 
いたらなベの巧 
側に輕く食巧油^ 

を塗ります。 


リル 




熬いたやわ6かい巧で拭き取る。 
取れに<いミちれは、ろすめた中性洗剤 
でがき取り、固くしぼつためれぶきん 
でミ先剤分をがま取つて < ださい。 


操作部 


吸-排気ロカバー 


本体から外し、水洗いをした後、乾いた 
柔ら かい巧で水気を拭さおってください。 
お手入れ後は必ず本体に t ツトして< 
ださい。 



I 固くしぼっためれぶきんでがきおって 
ください。 

I 酸性、アルたリ性の強い洗劑(漂白創など） 
は使わないで < ださい。 

‘ tz ラミックガラストップク IJ ーナーな 
どをお使いになると巧れがとれますが、 
あまリ強< こすると表面の€り剛まで一 
緒に摩辯する場をがあリます。 

>取リに< いミちれの場含は、液イ本クレン 
ザー（クリームタイプの磨き粉•ジフな 
ど ） をつけて巧でふき取つてください。 


♦必ず電源を切リ、高温な意表示が消えて 
か6おこなつて < ださい。 

•油ミちれは、うすめた台所巧洗削（中性） 
をふきんにしか込まだて、ふき取つてく 
ださい。 


•タワシ、金属タワシやベンジン、シンナーは 
使巧しないでください。 

(表面を傷つけます） 

♦排気□にかが入6めようミ主意してくだい。 

•お手入れは、ご使巧のたびにおこなって<だ 
さい。 


A ミま意 


点 m •お手入れ、他 

あを入れ まをにお使いいただくたゆ点がお手入れをしてください。 


点お•おま入れ、他 
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o 点檢•おま入れ、他 

3 お手入れ 


まをにお巧いいただくため点ち•おま入れをしてください。 


こ ヴ U ル部の取外し-お付け ） 


取タトし 


1 止まるまで水平に引き出し 
斜め上に引ま上げてタトす 



2ヴリル焼網とヴリル受け皿をタトす 



取巧け 


ヴリル受け皿巧の左ちのツ乂をヴ 
リルとび6に差し込む 



2ヴ U ルとびらを矢印方向にカチツ 
と音がずるまで動かず 



Q ヴリル受け皿巧の下側に手を回し 
^ヴリルとび6のバネを押さえる 



クヴ U ル受け迎とヴゾル焼網を 
致せる 

前脚 


I ヴリル受け皿は 
「テマエ」と表示 
してある方をヴリル 
とび6側へ載だる 
>ヴリル巧き網の前脚をブリル 
とびら側へ載だる 



A ヴリルとびらをヴゾル受け皿巧側 A 斜め上か6はめみ奥まで押す 

に倒すようにずると、ヴリル受け S 
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調節つまみまたはキ 
—を押しても通電し 
ない。 

•専巧回路のブレーカーが落ちている。 


• ブレーわ一を入れる 

。 

■N 

) 

♦ 電源スイ、ンチが「切」になつている。 

•電源スイツチを「入」 

にす る。 ^ 

\ 




左ちヒーター （IH ヒ 
ーター）で調理中、 
义カランプおよび 
光るパワーサイン 
が点滅している。 

•吸•排気□カバーがふさがれている。 

1 

1 

•吸•排気□わバー，, 
をふさいでいる f 
ものは取リ除く。^ 
♦の•排気□カバー、^ 

鐵 

にたまつている -1 
ホコリを取リ除<。 

一/ 


をちヒーター （IH ヒ 
ーター ） で調理中、 
义カランプおよび 
光るパワーサイン 
が点滅し、約 1 分後 
に消のずる。 

•なべをのせていない。 

1 

♦なぺをのだる。 

• IH ヒーターで使えないなべをのだて 
いる。 

• IH ヒーターで使えるなべに入れ替える。 

•使巧やになベを外した。 

•なべを IH ヒーター中央へのだる。 

♦ 使用やになベの位置が大ま < ずれた。 

•なべを IH ヒーター中央へ置き直す。 


後ヒータ'—または 
グリルが使えない。 


♦後ヒータ〜とヴリルを同時に使おラ 
としている。 

■=> 

• 同時に使えないので 、どちらかの 
ヒーターを使い終わってか5 、 

もろ一方を使う。 

使つている途中で、 
ピーピーピーピ— 

とアラームが4回鳴 
リ通電が切れた。 

1 

1 

♦切リ忘れ妨止機能が働いています。 

(各ヒーターには、一定時間経過する 
と自動的に通電を停止する機能が設 
け6れていまず） 

ちヒーター:約45巧後ヒーター:約斗5が 
左ヒーター:が] 45分ヴリル:約24が 

[=> 

• もう^度、ヒ ー タ ー「入」操作より始め 
ます。 


左ヒーターの 3.0kW 
が使巧できない。 


•ちヒーターの义力「強」と同時に使お 
ラとしている。 

吃 

•ちヒーターと同時に使箱する場さは、 
先にむヒーターの乂力を「5」公下で 
作動さだた後、 3.OkW を使巧ずる。 
(18 ページを参照して < ださい） 



•左ヒーター•ちヒータ ー•後ヒーター 
を同時、またはヴリルを同時に使お 
うとしている。 


• 3.0kW との同時使脚まできまだん。 
この場をは、3 • OkW 単独で使巧する。 

( 18ページを参照してください） 





左ヒーターの 3.0kW 
を使用違中に表示 
ランプが消える。 


•使巧時間が10おを超えた。 


•もラー度、 fo 3 o~ 為を押す。 


• 炒め物やミ由調理をしたため、なべ底 
温度が120でを超えた。 

1=> 

♦ がめ物で油調理は、 3. OkW でしないで、 
乂力「強」 W 下で調理する。 


3 点検•おま入れ、他 

ぶ侯かな？と想ったら 


古が章と思ラ前に、つぎの内容をお調べいただ言、それでも直6ないときは、使巧を中止し、お貢いホめ 
先にご連絡ください。 


插が 原因 処置 


点お•おま入れ、他 





























ぶが • おま入れ、他 _ 

3撕巧かな？と想つたち 


を が 

原 画 

処 這 

使つている途中で 
乂力感がな < なつた。 

•がめ物調理などして、なべ底温度が 
異常に上がり、自動的に义力がコン 
トロールされた。 


•そのままご使巧 < ださい。 

なぺ底温度が下がると自動のに乂力 
が強< なリます。 






をちヒーター （ IH ヒ 
—ター）使巧中なベ 
か6音がする。 


• なべの種類により、蹈力線がなぺ有 
がを振動させるため、その振動で発 
生ずるちのです。 

異寓ではありまだん。 

1 

• なべの位置をずらしたり、畳さ直して 
みてください。 

音が止まることがあります。 


電源スイツチ「切」 
にしても音がする。 

•器具本体の部の部品を巧がしている 
フアンの回お音です。 

異萬ではありまだん。 


•そのままにしておさまず。 

しば6くすると自郵的に止まリます。 


後 ヒーターが 周期 
的にホ < なつたリ、 
消えたリする。 

また，赤くなったり 
消えたリする時間 
の間隔が一定でない。 


• トツププレートの温度が上がリ過ぎ 
ないようコント□ールしているにめ 
です。 

•弱乂 •中乂でご使用のときほ、ヒータ 
一の入•切を自動でおこない义力を 
コント□ールしているためでず。 
故障ではあリまだん。 


i = ij > •そのままご使巧<ださい。 


ヴ u ル使巧途中で 
通委が切れ、下記の 
表示が点滅している。 



♦ グリル受け皿裔温巧知機能が倒いて 


• ヴリルが空焼きが態になっていない 

います。 

か確認 < ださい。 

ヴリル受け皿の温度が異常に上昇し 


• 温度が巧が下がってか6ご使巧 < だ 

たためです。 


さい。 

•市販のヴ U ルちなどをグリル受け皿 
に敷いている。 

1 

•グリル石などをおり炼<。 


ヴ U ル使巧途中で 
通電が切れ、下記の 
表示が点滅している。 



•ヴ U ル異常高温侯ミ日傑能が働いてい 

cz > 

•つぎの処置をしてください。 

ます。 


①すぐに電源スイツチを切る 

グリル庫内で発乂などが起リ、温度 


②の•が気□カバーの左側（ヴリル排 

が異常に上昇したためです。 


気部) を、 めれたタオルでふさぐ 
感ブレーわ 一を 切る 

^がが消えるまでヴ U ルとび6を 
開けない 

® たが消え、温度が巧巧下がってから 
ヴリル庫巧を掃除する 


f こんな場さは、を赎でず。すぐに修理が必要です。使用を中止し、電源ス 
イツチとブレーカーを「切 J にしてお貢いホめ先にご連絡ください。 



♦上記に記載してない义力表をランプの点滅および液異表示部に2巧数字の点滅が 
発生した。(揚げ物設定温度表示時は除 <。20ぺージを参照してください。） 

♦ トツププレートのぴび割れなどが発生した。 

•使巧ややブリル使巧直後にぶ却フアンが回6なくなった。 










f % ，岳が- おま入れ、他 


保証書と保証について 


•この取扱説明書の34ページが保証書になつています。 

保註書は、お買上げの販売店を•お貢上げ年月曰などの記入を確認のラえ、巧容をよ<お読みいただ 
いにあと、大切に保管して<ださい。 

•保証期間は、お買上げ曰より1年間です。 


修理を依頼されるときは_ 

参30〜31ぺージの「が障かな？と思った6」の項を見て、もラー度ご確認<ださい。 

確認のうえ、それでも不都台な場含、あるいはごで B 月な場合はご自分で修理しないでお買上げの販売 
店またはもよりの「お客様ご相談窓〇」（別紙）にご連絡<ださい。 

1. 型式名、品番及びが障または異常の巧客（でさるだけ詳し <) 

2. ご住巧、お名前、電話番号、道順（できるだけ詳しく） 

•保証期間中の修理 

保証書の記載内容によリ、一定期間、一定条件のもとに無料修理いたします。 

<わしくは、保証書をご6ん<ださい。 

•保証期間が過ぎたあとの修理 

修理によリ使巧できる場合は、お客様のご要望によリ有料修理いたします。 

くわしくは、お責上げの販売巧またはもよリの「お客様ご倡談窓□」（別紙）にご棺談ください。 


補修巧性能部品の保有期間 


•この IH クッキンヴヒーターの補修用性能部品は製造巧切り後、6年間保有しています。 
•補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


アフターサービスのお問含だ 


•修理に関するこ相談な6けにご不明な点などは、お買上げの販売店またはもよリの「お客様ご相談 
窓□」（別紙）にお問い含だください。 


点巧•お手入れ、化 
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化が 


品 名 

IH クッキンヴヒーター* 

品 番 

IH -330 D IH ぶ 0 DSV 

電 源 

単♦目20 0 V (50, 60 Hz な巧） 



4800 W 

消 

費 

電 

力 

ちヒーター 

2000 W (150 W 相当〜2000 W • 7お階調節） 

をヒーター 

3000 W (湯沸かし） •2000 W (150 W ネ目当〜2000 W • 7段階調節） 

後ヒーター 

に 50 W (350 W ネ目当〜に 50 W • 3段階調節） 

ヴ リ ル 

1450 W (850 W 箱当〜1450 W • 3段階調節） 

待磯時電力 

0•日 W 切下（電源スイッチ「切」のが態（□ック時を除く）） 

大きさ（約） 

巾畐 598 mm X 奥巧 558 mm X 高さ 237 mm 

グリル 
焼網 

大きさ（約） 

幅220 mm X 奧巧 283 mm 

ヒ-夕-までの高さ(巧） 

62 mm 

質 ■(お） 

20 l<g 

巧 

加 

機 

甚 g 

揚げ物温度調節(約） 

140〜200で- 7段階調節（ちヒーター） 

調 

理 

夕 

-f 

フ 

1 

左ちヒーター 

义力：「強」〜 「2 j . 1が〜3時間 

火力：「1」〜「弱」 . 1分〜5時間 

(左ヒーター） 

乂力： 3,0 kVV . 1分〜3時間 

後ヒーター 

乂力：「強」•「や」•「弱」……1分〜99が 

グリル 

乂力：「標華」•「強」•「弱」…1お〜23が 

電源コード 

3.5 mm 2 3なキブタイトケーブル 0.6 m 

電源プラヴ 

3極 250 V 30 A (1 極接地） 

巧属品 

♦天ぶらなべ1個 
•取あ説明書（保証書巧）1冊 
♦工事説明書1冊 
♦クッキンヴブック1冊 
• お客様ごそ目談窓□一覧 1枚 


型式名： IH -330 D 


•るヒーターを最大义力で同時に使った場合 
織電力置を4800 W 1 U 巧に抑えるため、左ヒーターの最大乂力を自動的に制御します。 
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保詔書 
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離 

il 

鑑 

C 巧〇 


ロ ク 

□□ る 

IH クッキンヴ ヒーター 

品 蓄 

IH 330D - IH-330DSV 

保証巧象 

機器本が 

保証期間 

(お質上げ曰か 6) 1 年間 

お買上げ曰 

年月 曰 

お客様 

お名前 

ご住所干 

無売店 

店名 

住所 


〇巧〇 

類 
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識媳總燃織端離韶論髓撒雜雜撫顯嶺齋藏撫德澈嫌論雜聽嶺纔縣顯黯盛燕聽撫媳驗撫顧蕴媳窥媳撫 


この保 t 正書は、本書記載内容で無料修理を巧ろことをお約束ずるものです。 

お買上げの曰から上記保証期間中に、取 f 及説明書、本体ラベルその他の注意書きになった正常な使巧が 
態でが障した場台には、本書記載内容にもとづま、お買上げの販売店または蝶社が無料修理いたします。 

1. 保証期間内でも巧のような場合には有料修理となリまず。 

イ.使巧上の誤リ、または改造やで当な修理によるが障または模傷。 

□.お真上げ後のおリ巧け場巧の移動、落下、引っ越し、輸送等による故障または損傷。 

A . 义災-地震-水害-落雲-その他の天巧地変な6びに煤煙-腐貨性等の有毒ガス-ほこリ-ねず 
み•鳥•くも-昆虫類の侵入-異常電圧などの公害や外卽要因によるが障または損傷。 

二，工事説明書および取扱説明書等に指示する方法 W 外の工事設計またはおイ寸工事等が原因で生じたで 
具さ、故瞎または損傷。 

ホ.業務巧としての使巧、車両、船能への搭載など一般家庭用け外に使巧された場合の故障または損 1 S 。 
へ.塗装の退色、メツキの轉欄な傷、鏡など設計仕様の節囲内の感覚的な現象の場含。 

卜.本書の提でがない場含。 

チ.本書にお買上げ年月曰、お客様名、號売店名の記入のない場合あるいは字巧を書き換え6れた場合。 
2* 離島または離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場をには、出張に要ずる実費を申し受けます。 

3. ご転居の場含は、事前に記入してあるお買上げの販売店にご相談ください。 

4. ご贈答品等で本書に記入してあるお買上げの販売巧に修理を巧頼されることができない場をには、別 
紙記載の「お客様ご相談窓□」をご覽のうえ、もよリの窓□にお問いさだ<ださい。 

5. 本書は日本国内においてのみ有効です。 Effective only in Japan. 

6 . 本書は再発行いたしまだんので紛失しないよラ大切にが营してください。 

X •この保証書は本書に巧示した期間、をイ牛のもとにおいて無料修理をお約束するものです。従ってこの 
保証書によってお客様の法律上の権利を制限ずるものではあリまだんので、保証期間経過後の修理等 
についてごす巧の場台は、お買上げの販売店または別紙記載の「お客様ご相談窓□」をご覽のうえ、 
もよリの窓□にお問い合だ<ださい。 

^保証期間経過後の修理、補修巧性能部品の保有期間について詳し<は、 32 ページの「アフターサービ 
ス」の項をご6んください。 


株ぶをな nii 


干 9 班 - おの新谓県兰を巿東新が 7- 7 
TEL 02 己 6 (32) 2111 


年月曰 

修理 記録（修理の容） 

サービス員@ 

















•お客さまメモ 


>お買い上げの際に記入しておいてください。 
修理などを做頃されるときに便利でず。 


お買い上げ年月曰 
お賣い上げ販売店を 


電話 （ 


な巧舍な 


本社•工場干 955-8 日の兰ま巿東新保 7-7 

TEL (0256) 32- 2111(大代表） 

ホ白崎工場干945-0817巧崎市ま断2 - 58 

TEL (0257) 23 -5175 (け表） 

長岡工場 f 940-1146長岡市下条町詹ノ浦のが 

TEL (0258) 22 -212 U 代表） 


仁-います。 

J I 植物を大居インキを使用しています e 


P103 - 03000(0310-00) 





